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第５章 予測及び評価 

 

１ 大気質 

１－１ 煙突排ガスの排出 

（１）予測事項 

煙突排ガスの排出に伴う大気質の予測事項を表5-1-1に示す。 

 

表5-1-1 大気質の予測事項（煙突排ガスの排出） 

環境影響要因 予測事項 

煙突排ガスの排出 

二酸化硫黄（年平均値及び１時間値） 
二酸化窒素（年平均値及び１時間値） 
浮遊粒子状物質（年平均値及び１時間値） 
塩化水素（１時間値） 
ダイオキシン類（年平均値） 
水銀（年平均値） 

 

（２）予測範囲、予測地点 

予測範囲は図5-1-1に示すとおり、事業実施区域から概ね半径約３kmの範囲とし、予測地

点は着地濃度が最大となる地点及び一般環境大気質の現地調査地点（地点３：沼田土地改良

区事務所、地点４：竹生字天神前、地点５：竹生小学校）とした。予測高さは地上1.5ｍと

した。 

 

（３）予測対象時期 

予測対象時期は、施設の稼働が定常の状態となる時期とした。 
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図5-1-1 大気質の予測地域（煙突排ガスの排出） 

 

凡例 

    事業実施区域 

    市町境界 

    予測地点 

400 

Ｎ  

１：４０，０００ 

0 800 1.6km 

地点３ 

地点４ 
地点５ 

この地図は、「地理院地図（電子国土Ｗeb）」を使用したものである。 
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事業計画 

煙突の高さ 

煙突排出ガスの諸元 

現地調査 

地上気象調査 

汚染物質排出量 

年平均値付加濃度 

気象条件 

バックグラウンド濃度 

予測式 

①拡散計算 

年平均値：プルーム式、パフ式 

１時間値：気象条件ごとの適切な 

予測式 

②有効煙突高算出式 

年平均値環境濃度 

日平均値への変換 

日平均値環境濃度 

(年間 98％値又は２％除外値) 

環境大気質調査 

現況濃度 

１時間値付加濃度 

１時間値環境濃度 

（４）予測方法 

① 予測手順 

大気質の予測手順を図5-1-2に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-1-2 大気質の予測手順（煙突排ガスの排出） 
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② 煙突排出ガスの諸元 

１炉当たりの煙突排出ガスの諸元は表5-1-2に示すとおりであり、予測は２炉運転時を

設定した。 

なお、現在の基本設計段階では排出ガス量等は未定であるため、予測条件は複数のプラ

ントメーカーへのアンケート結果を参考に影響が最大となることを想定して設定したも

のであり、実施設計段階とは異なる場合がある。 

 

表5-1-2 煙突排出ガスの諸元 

項目 単位 予測条件設定値 

乾ガス量（１炉当り） ｍ3
N/時 8,844 

湿ガス量（１炉当り） ｍ3
N/時 11,352 

排ガス 
濃度 

（酸素濃度
12%換算） 

ばいじん g/ｍ3
N 0.01 

硫黄酸化物 ppm 50 

窒素酸化物 ppm 100 

塩化水素 ppm 50 

水銀 ppm 30 

ダイオキシン類 ng-TEQ/m3
N 0.1 

酸素濃度 ％ 9.96 

排ガス温度 ℃ 140 

排ガス吐出速度 ｍ/秒 23.6 

排出高さ ｍ 59.0 

年間運転日数 日 295 

日稼動時間 時間 24 
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③ 年平均値 

（ⅰ）予測式 

ア 拡散計算 

予測式は、「窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕」（平成12年12月 公害研究対

策センター）（以下、「窒素酸化物総量規制マニュアル」という。）に基づく大気拡散

計算式（プルーム式及びパフ式）を用いた。計算のメッシュの間隔は50ｍとした。 

大気拡散計算式は以下のとおりである。 

 

１）有風時（風速1.0ｍ/秒以上）：プルームの長期平均式 

 

 

 

２）弱風時（風速0.5～0.9ｍ/秒）：弱風パフ式 

 

 

 

 

 

 

 

３）無風時（風速0.4ｍ/秒以下）：簡易パフ式 

 

 

 

［記 号］ 

C(R,z) ：地点(R,z)における汚染物質の濃度（ppm、mg/ｍ3、μg/ｍ3、pg-TEQ/ｍ3） 

R ：煙源からの水平距離（ｍ） 

x ：煙源から風向に沿った風下距離（ｍ） 

y ：風向に直角な水平距離（ｍ） 

z ：計算地点の高さ（1.5ｍ） 

Qp ：汚染物質の排出量（ｍ3
N/秒、kg/秒、ｇ/秒、mg-TEQ/秒） 

u ：煙突頂部の風速（ｍ/秒） 

Hｅ ：有効煙突高（ｍ） 

σz ：有風時の鉛直方向の拡散パラメータ（ｍ） 

α ：弱風時、無風時の水平方向の拡散パラメータ（ｍ/秒） 

γ ：弱風時、無風時の鉛直方向の拡散パラメータ（ｍ/秒） 
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イ 有効煙突高計算式 

有効煙突高は、有風時（風速1.0ｍ/秒以上）については、CONCAWE式で求めた上昇

高さを用いた。弱風時（風速0.5～0.9ｍ/秒）及び無風時（風速0.4ｍ/秒以下）につ

いては、Briggs式（風速0.0ｍ/秒）とCONCAWE式（風速2.Oｍ/秒）で求めた上昇高さ

を線形内挿（弱風時：風速0.7ｍ/秒、無風時：風速0.4ｍ/秒）して求めた値を用いた。 

 

Ｈe＝Ｈ0＋ΔＨ 

CONCAWE式：ΔＨ＝0.0855・ＱＨ
1/2・ｕ-3/4 

Briggs式 ：ΔＨ＝0.979・ＱＨ
1/4・(dθ/dz)-3/8 

[記 号] 

Ｈe ：有効煙突高（ｍ） 

Ｈ0 ：煙突実体高（ｍ） 

ΔＨ ：排煙上昇高（ｍ） 

ＱＨ ：排出熱量（J/秒） 

ＱＨ＝ρ・Ｃp・Ｑ・ΔＴ 

ρ ：0℃における排ガス密度（1.293×103g/m3） 

Ｃp ：定圧比熱（1.0056J/(K・g)） 

Ｑ ：排ガス量（湿り）（m3
N/秒） 

ΔＴ ：排ガス温度と気温との温度差(℃) 

ｕ ：煙突頂部の風速(ｍ/秒) 

dθ/dz ：温位勾配（℃/ｍ）（昼間：0.003、夜間：0.010） 
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ウ 拡散パラメータ 

有風時における鉛直方向の拡散パラメータは、表5-1-3に示すパスキル・ギフォー

ド図の近似関数を、弱風時、無風時の水平方向及び鉛直方向の拡散パラメータは、表

5-1-4に示すパスキル安定度に対応した拡散パラメータを使用した。 

 

表5-1-3 有風時の鉛直方向の拡散パラメータ 

（パスキル・ギフォード図の近似関数） 

σz(x)＝γz・ｘα
Ｚ 

安定度 αＺ γＺ 風下距離 ｘ（ｍ） 

A 
1.122 
1.514 
2.109 

0.0800 
0.00855 
0.000212 

0 
300 
500 

～ 
～ 
～ 

300 
500 

 
 

B 
0.964 
1.094 

0.1272 
0.0570 

0 
500 

～ 
～ 

500 
 

 

C 0.918 0.1068 0 ～   

D 
0.826 
0.632 
0.555 

0.1046 
0.400 
0.811 

0 
1,000 
10,000 

～ 
～ 
～ 

1,000 
10,000 

 
 

E 
0.788 
0.565 
0.415 

0.0928 
0.433 
1.732 

0 
1,000 
10,000 

～ 
～ 
～ 

1,000 
10,000 

 
 

F 
0.784 
0.526 
0.323 

0.0621 
0.370 
2.41 

0 
1,000 
10,000 

～ 
～ 
～ 

1,000 
10,000 

 
 

G 

0.794 
0.637 
0.431 
0.222 

0.0373 
0.1105 
0.529 
3.62 

0 
1,000 
2,000 
10,000 

～ 
～ 
～ 
～ 

1,000 
2,000 
10,000 

 

 

注）A-B、B-C及びC-Dの中間安定度のパラメータは、前後の安定度の拡散パラメータを幾何平均し

た値を用いた。 

出典：「窒素酸化物総量規制マニュアル」 

 

表5-1-4 弱風時、無風時の拡散パラメータ 

弱風時                   無風時 

大気安定度 α γ 

 

大気安定度 α γ 

Ａ 0.748 1.569 Ａ 0.948 1.569 

Ａ-Ｂ 0.659 0.862 Ａ-Ｂ 0.859 0.862 

Ｂ 0.581 0.474 Ｂ 0.781 0.474 

Ｂ-Ｃ 0.502 0.314 Ｂ-Ｃ 0.702 0.314 

Ｃ 0.435 0.208 Ｃ 0.635 0.208 

Ｃ-Ｄ 0.342 0.153 Ｃ-Ｄ 0.542 0.153 

Ｄ 0.270 0.l13 Ｄ 0.470 0.113 

Ｅ 0.239 0.067 Ｅ 0.439 0.067 

Ｆ 0.239 0.048 Ｆ 0.439 0.048 

Ｇ 0.239 0.029 Ｇ 0.439 0.029 

出典：「窒素酸化物総量規制マニュアル」 
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エ 年平均値の計算 

 

 

［記 号］ 

：年平均濃度（ppm、mg/ｍ3） 

 ：有風時及び弱風時、風向i、風速階級j、大気安定度kのときの１時間 

濃度（ppm、mg/ｍ3） 

 ：有風時及び弱風時、風向i、風速階級j、大気安定度kのときの出現率 

 ：無風時、大気安定度kのときの１時間濃度（ppm、mg/ｍ3） 

 ：無風時、大気安定度kの出現率 

 

（ⅱ）予測条件 

ア 気象条件 

事業実施区域北側（北部粗大ごみ処理工場）における１年間（令和元年８月～令和

２年７月）の地上気象調査結果を用いた。 

風速は表5-1-5に示すべき指数により煙突実体高の風速に補正して用いた。 

 

表5-1-5 べき指数の値 

パスキル安定度 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ ＦとＧ 

Ｐ 0.1 0.15 0.20 0.25 0.25 0.30 

出典：「窒素酸化物総量規制マニュアル」 

 

イ 窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換 

窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換式は、次のとおりとした。 

 

 

[記 号] 

[NO2] ：二酸化窒素の濃度（ppm） 

[NOx]D：拡散計算から得られた窒素酸化物の濃度（ppm） 

α   ：排出源近傍での一酸化窒素と窒素酸化物の比（＝0.80） 

β   ：平衡状態を近似する定数（昼:0.3、夜:0.0） 

t    ：拡散時間（秒） 

K   ：実験定数（秒-1） 

K＝γ・u・[O3]B 

γ   ：定数（＝0.0062） 

u    ：風速（m/秒） 

[O3]B ：バックグラウンド・オゾン濃度（ppm） 

風速 

階級 

昼間 夜間 

不安定時 中立時 中立時 安定時 

有風時 0.035 0.032 0.034 0.025 

弱風時 0.023 0.025 0.023 0.021 

無風時 0.032 0.028 0.020 0.022 

注1）高さ59mの値である。 

注2）事業実施区域最寄りの一般環境大気測定局（能代西）の令和

元年８月～令和２年７月の光化学オキシダント測定値より設

定 
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ウ バックグラウンド濃度 

バックグラウンド濃度を表5-1-6に示す。 

バックグラウンド濃度は、予測地点の現地調査結果の平均値とした。 

 

表5-1-6 バックグラウンド濃度 

予測地点 
二酸化硫黄 

（ppm） 

二酸化窒素 

（ppm） 

浮遊粒子状物質 

（mg/ｍ3) 

ダイオキシン類 

（pg-TEQ/ｍ3) 

水銀 

（μg/ｍ3） 

地点３ 0.001 0.001 0.015 0.020 0.0029 

地点４ 0.000 0.001 0.012 0.0040 0.0024 

地点５ 0.000 0.000 0.014 0.0042 0.0016 

 

エ 日平均値の98％値又は２％除外値への変換 

環境基準と比較するために、二酸化窒素については年平均値から日平均値の年間

98％値、二酸化硫黄及び浮遊粒子状物質については年平均値から日平均値の２％除外

値への変換を行った。変換方法は統計モデルによるものとし、事業実施区域周辺に設

置されている一般環境大気測定局（大館測定局、能代西測定局、檜山測定局、昭和測

定局、船川測定局）における平成26～平成30年度の測定値を用い、下記のとおり設定

した。 

【変換式】 

・二酸化硫黄：日平均値の２％除外値＝1.0000×（年平均値）＋0.0008 

・二酸化窒素：日平均値の98％値＝2.6092×（年平均値）－0.0004 

・浮遊粒子状物質：日平均値の２％除外値＝2.0208×（年平均値）＋0.0078 

 

④ １時間値 

煙突排出ガスによる１時間値の予測については、高濃度が想定される表5-1-7に示す気

象の出現時を予測条件とした。予測手順は、図5-1-2に示したとおりである。１時間値は

複数の気象条件で予測を行い、最も濃度が高くなる条件を検討した。 

・大気安定度不安定時 

・上層気温逆転時 

・接地逆転層崩壊時 

・ダウンウォッシュ時 

・ダウンドラフト時 
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表5-1-7 １時間値の予測条件 

予測条件 説明 概念図 

大気安定度不安定時 安定時、中立時に比べて拡散が活発

で、近傍の着地濃度が大きくなる状

態を予測する。 

 

上層逆転時 上空の逆転層の底を境界に、上方へ

の拡散が妨げられ、下方へ反射して

くる状況を予測する。 

 

接地逆転層崩壊時 接地逆転層が日の出とともに解消

し、安定な接地逆転層内に留まって

いた煙が短時間に拡散して地表へ

到達する状況を予測する。  

ダウンウォッシュ時 横風が強い場合に、煙の浮力による

上昇ができず、煙突背後の負圧域に

引き込まれるように地上へ到達す

る状況を予測する。 

 

ダウンドラフト時 煙突の高さが周辺の建物等の高さ

の2.5倍以下の場合に、建物等の影

響によって生じる乱流域に排出ガ

スが巻きこまれる状況を予測する。 
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（ⅰ）大気安定度時 

ア 予測式 

１）拡散計算 

予測式は、「窒素酸化物総量規制マニュアル」における大気拡散計算式（プルー

ム式）を用いた。 

大気拡散計算式は、以下のとおりである。 

 

 

[記 号] 

C(x,y,z) ：地点(x,y,z)における汚染物質の濃度（ppm、mg/ｍ3) 

x ：煙源から風向に沿った風下距離（ｍ） 

y ：風向に直角な水平距離（ｍ） 

z ：計算地点の高さ（ｍ）（＝1.5ｍ） 

Qp ：汚染物質の排出量（ｍ3
N/秒、kg/秒) 

u ：煙突頂部の風速（ｍ/秒） 

He ：有効煙突高（ｍ） 

σy,σz ：水平（y）、鉛直（z）方向の拡散幅（ｍ） 

 

２）有効煙突高計算式 

年平均値の予測と同様とした。 

３）拡散パラメータ 

有風時における水平方向の拡散パラメータは、表5-1-8に示すパスキル・ギフォ

ード図の近似関数を使用した。また、有風時の水平方向の拡散パラメータσyは、

以下のとおり、評価時間に応じた修正をして用いた。 

 

 

 

[記 号] 

t ：評価時間（分）（＝60分） 

tP :パスキル・ギフォード図の評価時間（分）（＝３分） 

σyp :パスキル・ギフォード図から求めた水平方向の拡散パラメータ（ｍ） 
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表5-1-8 有風時の水平方向の拡散パラメータ 

(パスキル・ギフォード図の近似関数) 

σy(x)＝γy・ｘαy 

安定度 αy γy 風下距離 ｘ（ｍ） 

Ａ 
0.901 
0.851 

0.426 
0.602 

0 
1,000 

～ 
～ 

1,000 
 

 

Ｂ 
0.914 
0.865 

0.282 
0.396 

0 
1,000 

～ 
～ 

1,000 
 

 

Ｃ 
0.924 
0.885 

0.1772 
0.232 

0 
1,000 

～ 
～ 

1,000 
 

 

Ｄ 
0.929 
0.889 

0.1107 
0.1467 

0 
1,000 

～ 
～ 

1,000 
 

 

Ｅ 
0.921 
0.897 

0.0864 
0.1019 

0 
1,000 

～ 
～ 

1,000 
 

 

Ｆ 
0.929 
0.889 

0.0554 
0.0733 

0 
1,000 

～ 
～ 

1,000 
 

 

Ｇ 
0.921 
0.896 

0.0380 
0.0452 

0 
1,000 

～ 
～ 

1,000 
 

 

出典：「窒素酸化物総量規制マニュアル」 

 

イ 予測条件 

１）煙突排出ガスの諸元 

煙突排出ガスの諸元は、年平均値の予測と同様とした。 

２）気象条件 

一般に高濃度が生じやすい大気安定度が不安定な一般的な気象条件として、表

5-1-9に示すとおり設定した。 

 

表5-1-9 一般的な気象条件時における気象条件の設定 

大気安定度 
風速(ｍ/秒) 

1.0 2.0 3.0 

Ａ（強不安定） ○ ○ － 

Ｂ（並不安定） ○ ○ ○ 

注）○は予測した気象条件 

 

３）窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換 

窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換は、窒素酸化物がすべて二酸化窒素

に変換するものとした。 

４）バックグラウンド濃度 

バックグラウンド濃度は、令和元年８月～令和２年７月の能代西測定局の各計算

ケースの最大付加濃度出現条件における１時間値の平均値とした。塩化水素につい

ては、周辺の一般局では測定が行われていないため、現地調査結果の日平均値の最

大値を設定した。 
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（ⅱ）上層逆転時 

ア 予測式 

１）拡散計算 

予測式は、大気安定度不安定時と同様のプルーム式を基本として、上層の逆転層

による煙の反射を考慮した大気拡散計算式を用いた。 

大気拡散計算式は、以下のとおりである。 

 
 
 
 

[記 号] 

C(x,z)：地点(x,z)における汚染物質の濃度（ppm、mg/ｍ3) 
x ：煙源からの風下距離（ｍ） 
z ：計算地点の高さ（＝1.5ｍ） 
Qp ：汚染物質の排出量（ｍ3

N/秒、kg/秒) 
L ：混合層高度（ｍ） 
u ：煙突頂部の風速（ｍ/秒） 
He ：有効煙突高（ｍ） 
σy ：有風時の水平方向の拡散パラメータ（ｍ） 
σZ ：有風時の鉛直方向の拡散パラメータ（ｍ） 
ｎ ：混合層内での反射回数（一般的に予測値が収束するとされる 

３回とした） 

２）有効煙突高計算式 

有効煙突高計算式は、年平均値の予測と同様とした。 

３）拡散パラメータ 

拡散パラメータは、「（ⅰ）大気安定度不安定時」と同様とした。 

イ 予測条件 

１）煙突排出ガスの諸元 

煙突排出ガスの諸元は、年平均値の予測と同様とした。 

２）気象条件 

気象条件は「（ⅰ）大気安定度不安定時」と同様とした。なお、逆転層下面高度

は、煙流が逆転層により反射する高度であり、有効煙突高に等しくなる条件とした。 

３）窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換 

窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換は、窒素酸化物がすべて二酸化窒素

に変換するものとした。 
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（ⅲ）接地逆転層崩壊時 

ア 予測式 

１）拡散計算 

予測式は、「ごみ焼却施設環境アセスメントマニュアル」（昭和61年 (社)全国都

市清掃会議）（以下、「ごみ焼却施設環境アセスメントマニュアル」という。）にお

ける大気拡散計算式を用いた。 

予測式は、以下のとおりである。 

 

 

また、濃度が最大（Cmax)となる風下距離(Xmax)は、次式で算出される。 

 

 

[記 号] 

Cmax ：汚染物質の最大着地濃度（ppm、mg/ｍ3) 

Qp ：汚染物質の排出量（ｍ3
N/秒、kg/秒） 

σyf ：フュミゲーション時の排ガスの水平方向の拡散幅（ｍ） 

σyf＝σyc＋0.47・He 

σyc ：カーペンターらによる水平方向の拡散幅（ｍ）（図5-1-3） 

He  ：有効煙突高（He＝H0＋ΔH）（ｍ） 

H0 ：煙突実体高（ｍ） 

u ：煙突頂部の風速（ｍ/秒） 

Lf ：フュミゲーション時の煙の上端高さ又は逆転層が崩壊する高さ（ｍ） 

Lf＝1.1・(He＋2.15・σzc) 

σzc：カーペンターらによる鉛直方向の拡散幅（ｍ）（図5-1-3） 

Xmax ：最大濃度出現距離（ｍ） 

ρa ：空気の密度（g/ｍ3） 

κ ：大気の渦伝導度（J/ｍ/K/秒） 

Cp  ：空気の定圧比熱（J/K/g） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水平方向の拡散幅           鉛直方向の拡散幅 

出典：「ごみ焼却施設環境アセスメントマニュアル」 

図5-1-3 カーペンターらによる煙の拡がり幅 

4・κ

－HL
・Cu・ρX
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２）有効煙突高計算式 

有効煙突高計算式は、年平均値の予測と同様とした。 

イ 予測条件 

１）煙突排出ガスの諸元 

煙突排出ガスの諸元は、年平均値の予測と同様とした。 

２）気象条件 

接地逆転層崩壊に伴うフュミゲーション発生時について、地上濃度に影響を及ぼ

すと考えられる気象条件を選定し、表5-1-11に示すとおり設定した。 

 

表5-1-10 接地逆転層崩壊時における気象条件の設定 

カーペンターモデル 

の大気安定度 

風速(ｍ/秒) 

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 

Moderate Inversion注１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

注１）拡散パラメータのうち、逆転層にあたるModerate Inversion（適度な逆転の意）を示す。 

注２）○は予測した気象条件 

 

３）窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換 

窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換は、窒素酸化物がすべて二酸化窒素

に変換するものとした。 

（ⅳ）ダウンウォッシュ時 

ア 予測式 

１）拡散計算 

予測式は、「窒素酸化物総量規制マニュアル」における大気拡散式を用いた。 

拡散計算式は、「（ⅰ）大気安定度不安定時」と同様とした。 

２）有効煙突高計算式 

煙突自体によるダウンウォッシュ発生時の有効煙突高計算式（Briggs式）は以下

のとおりである。 

Ｈe＝Ｈ0＋ΔＨ 

ΔＨ＝2・ ―－1.5 ・Ｄs 

[記 号] 

Ｈe  ：有効煙突高（ｍ） 
Ｈ0  ：煙突実体高（ｍ） 
ΔＨ ：排煙上昇高（ｍ） 
Ｖs  ：排出ガスの吐出速度（ｍ/秒） 
ｕ ：煙突頂部の風速（ｍ/秒） 
Ｄs  ：煙突頂部の内径（ｍ） 

 

３）拡散パラメータ 

拡散パラメータは、「（ⅰ）大気安定度不安定時」と同様とした。 

Ｖs 

u 
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イ 予測条件 

１）煙突排出ガスの諸元 

煙突排出ガスの諸元は、年平均値の予測と同様とした。 

２）気象条件 

ダウンウォッシュが発生するとされる排出ガス吐出速度（23.6ｍ/秒)の1/1.5以

上の風速として、煙突頂部付近の風速を約15.7ｍ/秒とした。大気安定度は、風速

の条件より大気の状態が弱不安定又は中立となることから、Ｃ、Ｄとした。 

３）窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換 

窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換は、窒素酸化物がすべて二酸化窒素

に変換するものとした。 

（ⅴ）ダウンドラフト時 

ア 予測式 

１）拡散計算 

予測式は、「窒素酸化物総量規制マニュアル」における大気拡散計算式を用いた。 

大気拡散計算式は、「（ⅰ）大気安定度不安定時」と同様とした。 

２）有効煙突高 

有効煙突高は、安全側の設定として煙の上昇高さを見込まない設定（ΔＨ＝０ｍ）

とした。 

３）拡散パラメータ 

拡散パラメータ（σy、σz）は建物等によって煙の初期広がりを持つとした次式

により求めた∑ｙ、∑ｚを用いた。 

 ∑ｙ＝（σy２＋ＣＡ/π）1/2 

∑ｚ＝（σz２＋ＣＡ/π）1/2 

[記 号] 

∑ｙ ：水平方向の拡散パラメータ（ｍ） 
∑ｚ ：鉛直方向の拡散パラメータ（ｍ） 
Ａ ：建物等の風向方向の投影面積（ｍ2） 
Ｃ ：形状係数 

イ 予測条件 

１）煙突排出ガスの諸元 

煙突排出ガスの諸元は、年平均値の予測と同様とした。 

２）気象条件 

風速は、「（ⅰ）大気安定度不安定時」と同様とした。 

３）窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換 

窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換は、窒素酸化物がすべて二酸化窒素

に変換するものとした。 
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（５）予測結果 

① 年平均値 

（ⅰ）年平均値の予測結果 

年平均値の予測結果を表5-1-11(1)～(4)及び図5-1-4(1)～(4)に示す。 

最大着地濃度地点における付加濃度は、二酸化硫黄が0.000069ppm、二酸化窒素が

0.000037ppm（陸内は0.000034ppm）、浮遊粒子状物質が0.000014mg/m3、ダイオキシン類

が0.000139pg-TEQ/m3、水銀が0.000042μg/m3と予測する。 

 

表5-1-11(1) 二酸化硫黄の予測結果（年平均値） 

単位：ppm 

予測地点 
付加濃度 

① 

バックグラ 
ウンド濃度 

② 

将来濃度 
①＋② 

寄与率（％） 
①/(①＋②)×100 

最大着地濃度地点 
（西側570ｍ地点） 

0.000069 0.001 0.001069 6.5 

地点３（沼田土地改良区事務所） 0.000008 0.001 0.001008 0.8 

地点４（竹生字天神前） 0.000019 0.000 0.000019 － 

地点５（竹生小学校） 0.000044 0.000 0.000044 － 

注）最大着地濃度地点バックグラウンド濃度は、最も近接する地点３の値を用いた。 

 

表5-1-11(2) 二酸化窒素の予測結果（年平均値） 

単位：ppm 

予測地点 
付加濃度 

① 

バックグラ 
ウンド濃度 

② 

将来濃度 
①＋② 

寄与率（％） 
①/(①＋②)×100 

最大着地濃度地点 
（西側2,790ｍ地点） 

0.000037 0.001 0.001037 3.6 

陸内最大着地濃度地点 

（西側620ｍ地点） 
0.000034 0.001 0.001034 3.7 

地点３（沼田土地改良区事務所） 0.000005 0.001 0.001005 0.5 

地点４（竹生字天神前） 0.000010 0.001 0.001010 1.0 

地点５（竹生小学校） 0.000030 0.000 0.000030 － 

注）最大着地濃度地点バックグラウンド濃度は、最も近接する地点３の値を用いた。 

 

表5-1-11(3) 浮遊粒子状物質の予測結果（年平均値） 

単位：mg/ｍ3  

予測地点 
付加濃度 

① 

バックグラ 
ウンド濃度 

② 

将来濃度 
①＋② 

寄与率（％） 
①/(①＋②)×100 

最大着地濃度地点 
（西側570ｍ地点） 

0.000014 0.015 0.015014 0.1 

地点３（沼田土地改良区事務所） 0.000002 0.015 0.015002 0.0 

地点４（竹生字天神前） 0.000004 0.012 0.012004 0.0 

地点５（竹生小学校） 0.000009 0.014 0.014009 0.1 

注）最大着地濃度地点バックグラウンド濃度は、最も近接する地点３の値を用いた。 
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表5-1-11(4) ダイオキシン類の予測結果（年平均値） 

単位：pg-TEQ/ｍ3  

予測地点 
付加濃度 

① 

バックグラ 
ウンド濃度 

② 

将来濃度 
①＋② 

寄与率（％） 
①/(①＋②)×100 

最大着地濃度地点 
（西側570ｍ地点） 

0.000139 0.020 0.020139 0.7 

地点３（沼田土地改良区事務所） 0.000017 0.020 0.020017 0.1 

地点４（竹生字天神前） 0.000038 0.0040 0.004038 1.0 

地点５（竹生小学校） 0.000089 0.0042 0.004289 2.1 

注）最大着地濃度地点バックグラウンド濃度は、最も近接する地点３の値を用いた。 

 

表5-1-11(5) 水銀の予測結果（年平均値） 

単位：μg/ｍ3  

予測地点 
付加濃度 

① 

バックグラ 
ウンド濃度 

② 

将来濃度 
①＋② 

寄与率（％） 
①/(①＋②)×100 

最大着地濃度地点 
（西側570ｍ地点） 

0.000042 0.0029 0.002942 1.4 

地点３（沼田土地改良区事務所） 0.000005 0.0029 0.002905 0.2 

地点４（竹生字天神前） 0.000012 0.0024 0.002412 0.5 

地点５（竹生小学校） 0.000027 0.0016 0.001627 1.6 

注）最大着地濃度地点バックグラウンド濃度は、最も近接する地点３の値を用いた。 
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凡例 

事業実施区域 

市町境界 

等濃度線（ppm） 

最大着地濃度地点（0.000069ppm）  

図 5-1-4(1) 大気質の予測結果（煙突排出ガス） 
（二酸化硫黄：年平均値） 

400 

Ｎ  

１：４０，０００ 

0 800 1.6km 
この地図は、「地理院地図（電子国土Ｗeb）」を使用したものである。 
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凡例 

事業実施区域 

市町境界 

等濃度線（ppm）   最大着地濃度地点（0.000037ppm） 

陸内最大着地濃度地点（0.000034ppm）

  

図 5-1-4(2) 大気質の予測結果（煙突排出ガス） 
（二酸化窒素：年平均値） 

400 

Ｎ  

１：４０，０００ 

0 800 1.6km 
この地図は、「地理院地図（電子国土Ｗeb）」を使用したものである。 
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凡例 

 事業実施区域 

 市町境界 

等濃度線（mg/ｍ3） 

最大着地濃度地点（0.000014mg/ｍ3）  

図 5-1-4(3) 大気質の予測結果（煙突排出ガス） 
（浮遊粒子状物質：年平均値） 

400 

Ｎ  

１：４０，０００ 

0 800 1.6km 
この地図は、「地理院地図（電子国土Ｗeb）」を使用したものである。 
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凡例 

 事業実施区域 

 市町境界 

等濃度線（pg-TEQ/ｍ3） 

最大着地濃度地点（0.000139pg-TEQ/ｍ3） 

図 5-1-4(4) 大気質の予測結果（煙突排出ガス） 
（ダイオキシン類：年平均値） 

400 

Ｎ  

１：４０，０００ 

0 800 1.6km 
この地図は、「地理院地図（電子国土Ｗeb）」を使用したものである。 
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凡例 

 事業実施区域 

 市町境界 

等濃度線（µg-Hg/ｍ3） 

最大着地濃度地点（0.000042μg/ｍ3） 

図 5-1-4(5) 大気質の予測結果（煙突排出ガス） 
（水銀：年平均値） 

400 

Ｎ  

１：４０，０００ 

0 800 1.6km 
この地図は、「地理院地図（電子国土Ｗeb）」を使用したものである。 
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（ⅱ）年平均値及び日平均値の年間98％値又は２％除外値 

年平均値を日平均値の年間98％値又は２％除外値に換算した予測結果を表5-1-12に

示す。 

最大着地濃度地点における日平均値の98％値又は２％除外値は、二酸化硫黄が

0.002ppm、二酸化窒素が0.002ppm（陸内は0.002ppm）、浮遊粒子状物質が0.038mg/ｍ3

となり、いずれも環境基準を満足している。また、ダイオキシン類の年平均値は

0.020139pg-TEQ/ｍ3、水銀の年平均値は0.000042μg/ｍ3であり、年平均値の環境基準

等と比較すると環境基準を満足している。 

 

表5-1-12 大気質の予測結果（年平均値及び日平均値の98％値又は２％除外値） 

物質 
将来濃度 

(年平均値) 

日平均値の 
年間98％値 

又は２％除外値 
環境基準等 

最大着地 

濃度地点 

二酸化硫黄 
(ppm) 

0.001069 0.002 日平均値が0.04以下 

二酸化窒素 
(ppm) 

0.001037 0.002 
日平均値が0.04～0.06の 
ゾーン内又はそれ以下 二酸化窒素（陸内） 

(ppm) 
0.001034 0.002 

浮遊粒子状物質 
(mg/ｍ3) 

0.015014 0.038 日平均値が0.10以下 

ダイオキシン類 
(pg-TEQ/ｍ3) 

0.020139  年平均値が0.6以下 

水銀 
(μg/ｍ3) 

0.002942  年平均値が0.04以下 
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② １時間値 

（ⅰ）１時間値の予測結果 

ア 大気安定度不安定時 

大気安定度不安定時の付加濃度の最大値を表5-1-13及び図5-1-5に示す。 

煙突排出ガスの最大着地濃度は、風速1.0ｍ/秒、大気安定度Ａのケースが最大とな

り、そのときの将来濃度は最大で、二酸化硫黄が0.0023ppm、二酸化窒素が0.0046ppm、

浮遊粒子状物質が0.0005mg/ｍ3、塩化水素が0.0023ppmとなる。 

 

表5-1-13 大気安定度不安定時（付加濃度） 

風速 

 最大着地濃度 
最大着地濃度 

出現距離 
大気 

安定度 
二酸化硫黄 二酸化窒素 

浮遊粒子状

物質 
塩化水素 

（ｍ/秒）  （ppm） （ppm） （mg/ｍ3） （ppm） （ｍ） 

1.0 
A 0.0023 0.0046 0.0005 0.0023 470 

B 0.0018 0.0036 0.0004 0.0018 830 

2.0 
A 0.0017 0.0033 0.0003 0.0017 400 

B 0.0014 0.0028 0.0003 0.0014 670 

3.0 B 0.0011 0.0022 0.0002 0.0011 610 
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図 5-1-5 大気安定度不安定時の予測結果（付加濃度） 
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イ 上層逆転時 

上層逆転時の付加濃度の最大値を表5-1-14及び図5-1-6に示す。 

煙突排出ガスの最大着地濃度は、風速1.0ｍ/秒、大気安定度Ａのケースが最大とな

り、そのときの将来濃度は最大で、二酸化硫黄が0.0046ppm、二酸化窒素が0.0092ppm、

浮遊粒子状物質が0.0009mg/ｍ3、塩化水素が0.0046ppmとなる。 

 

表5-1-14 上層逆転時の予測結果（付加濃度） 

風速 

 最大着地濃度 
最大着地濃度 

出現距離 
大気 

安定度 
二酸化硫黄 二酸化窒素 

浮遊粒子状

物質 
塩化水素 

（ｍ/秒）  （ppm） （ppm） （mg/ｍ3） （ppm） （ｍ） 

1.0 
A 0.0046 0.0092 0.0009 0.0046 470 

B 0.0036 0.0072 0.0007 0.0036 830 

2.0 
A 0.0033 0.0066 0.0007 0.0033 410 

B 0.0028 0.0055 0.0006 0.0028 670 

3.0 B 0.0022 0.0045 0.0004 0.0022 610 
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図 5-1-6 上層逆転時の予測結果（付加濃度） 
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ウ 接地逆転層崩壊時 

接地逆転層崩壊時の付加濃度の最大値を表5-1-15に示す。 

煙突排出ガスの最大着地濃度は、風速1.0ｍ/秒のケースが最大となり、そのときの

将来濃度は最大で、二酸化硫黄が0.0074ppm、二酸化窒素が0.0148ppm、浮遊粒子状物

質が0.0015mg/ｍ3、塩化水素が0.0074ppmとなる。 

なお、接地逆転層崩壊時は、最大着地濃度出現地点のみを予測する計算手法である

ため、距離減衰図はない。 

 

表5-1-15 接地逆転層崩壊時の予測結果（付加濃度） 

風速 

最大着地濃度 
最大着地濃度 

出現距離 二酸化硫黄 二酸化窒素 
浮遊粒子状

物質 
塩化水素 

（ｍ/秒）  （ppm） （ppm） （mg/ｍ3） （ppm） 

1.0 0.0074 0.0148 0.0015 0.0074   350 

2.0 0.0045 0.0090 0.0009 0.0045   510 

3.0 0.0031 0.0062 0.0006 0.0031   700 

4.0 0.0022 0.0045 0.0004 0.0022   900 

5.0 0.0017 0.0035 0.0003 0.0017 1,100 

6.0 0.0014 0.0028 0.0003 0.0014 1,300 
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エ ダウンウォッシュ時 

ダウンウォッシュ時の付加濃度の最大値を表5-1-16及び図5-1-7に示す。 

煙突排出ガスの最大着地濃度は、大気安定度Ｃのケースが最大となり、そのときの

将来濃度は最大で、二酸化硫黄が0.0004ppm、二酸化窒素が0.0008ppm、浮遊粒子状物

質が0.0001mg/ｍ3、塩化水素が0.0004ppmとなる。 

 

表5-1-16 ダウンウォッシュ時の予測結果（付加濃度） 

風速 

 最大着地濃度 
最大着地濃度 

出現距離 
大気 

安定度 
二酸化硫黄 二酸化窒素 

浮遊粒子状 

物質 
塩化水素 

（ｍ/秒） （ppm） （ppm） （mg/ｍ3） （ppm） （ｍ/秒） 

15.7 
C 0.0004 0.0008 0.0001 0.0004   660 

D 0.0003 0.0006 0.0001 0.0003 1,340 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1-7 ダウンウォッシュ時の予測結果（付加濃度） 
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オ ダウンドラフト時 

ダウンドラフト時の付加濃度を表5-1-17及び図5-1-8に示す。 

煙突排出ガスの最大着地濃度は、風速1.0ｍ/秒、大気安定度Ａのケースが最大とな

り、そのときの将来濃度は最大で、二酸化硫黄が0.0076ppm、二酸化窒素が0.0153ppm、

浮遊粒子状物質が0.0015mg/ｍ3、塩化水素が0.0076ppmとなる。 

 

表5-1-17 ダウンドラフト時の予測結果（付加濃度） 

風速 

 最大着地濃度 
最大着地濃度 

出現距離 
大気 

安定度 
二酸化硫黄 二酸化窒素 

浮遊粒子状

物質 
塩化水素 

（ｍ/秒）  （ppm） （ppm） （mg/ｍ3） （ppm） （ｍ/秒） 

1.0 
A 0.0076 0.0153 0.0015 0.0076 250 

B 0.0073 0.0147 0.0015 0.0073 360 

2.0 
A 0.0038 0.0076 0.0008 0.0038 250 

B 0.0037 0.0073 0.0007 0.0037 360 

3.0 B 0.0024 0.0049 0.0005 0.0024 360 

 



 

150 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-1-8 ダウンドラフト時の予測結果（付加濃度） 
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（ⅱ）予測結果と環境基準等との比較 

環境基準等と比較するために、１時間値の付加濃度付加濃度予測結果にバックグラウ

ンド濃度を加算した環境濃度の予測結果を表5-1-18に示す。 

煙突排出ガスにより周辺環境への高濃度の影響が想定される各条件のうち浮遊粒子

状物質以外はダウンドラフト時（表5-1-17参照）、浮遊粒子状物質は接地逆転層崩壊時

（表5-1-15参照）の予測結果が最大となり、環境濃度は二酸化硫黄が0.0076ppm、二酸

化窒素が0.0203ppm、浮遊粒子状物質が0.0175mg/ｍ3、塩化水素が0.0086ppmである。こ

れらの環境濃度の最大値はいずれも環境基準等を下回ると予測する。 

 

表5-1-18 大気質の予測結果（環境濃度） 

ケース 大気安定度 
不安定時 

上層 
逆転時 

接地逆転層 
崩壊時 

ダウン 
ウォッシュ時 

ダウン 
ドラフト時 

環境基準等 
区分 物 質 単位 

最
大
環
境
濃
度 

二酸化 
硫 黄 

ppm 
0.0023 

（0.0023） 
0.0046 

（0.0046） 
0.0074 

（0.0074） 
0.0004 

（0.0004） 
0.0076 

（0.0076） 
１時間値が 
0.1ppm以下 

二酸化 
窒 素 

ppm 
0.0096 

（0.0046） 
0.0142 

（0.0092） 
0.0168 

（0.0148） 
0.0018 

（0.0008） 
0.0203 

（0.0153） 
１時間値が0.1～
0.2ppm以下注４） 

浮遊粒子
状物質 

mg/ｍ3 
0.0145 

（0.0005） 
0.0149 

（0.0009） 
0.0175 

（0.0015） 
0.0131 

（0.0001） 
0.0155 

（0.0015） 
１時間値が

0.20mg/ｍ3以下 

塩化水素 ppm 
0.0033 

（0.0023） 
0.0056 

（0.0046） 
0.0084 

（0.0074） 
0.0014 

（0.0004） 
0.0086 

（0.0076） 
１時間値が

0.02ppm以下注５） 

出
現
条
件 

大 気 
安定度 

－ A A 
Moderate 

Inversion注６） 
C A 

－ 
風 速 ｍ/秒 1.0 1.0 1.0 15.7 1.0 

注１）    は全ての予測値の中の最大値を示す。なお、本表は１時間地予測結果をわかりやすく整理するために一覧

にしたものであり、予測方法や設定条件が異なるため、各ケースの予測精度は異なる。 

注２）（ ）内は最大付加濃度を示す。 

注３）バックグラウンド濃度は、令和元年８月～令和２年７月の能代西測定局における各計算ケースの最大付加濃度出現

条件のときの1時間値の平均値とした。なお、ダウンウォッシュ時については、最大付加濃度出現時の気象条件が

０時間となっていたことから、大気安定度がC、風速が8.0～15.7ｍ/秒のときの１時間値の平均値とした。また、

塩化水素は、常時測定項目ではないため、現地調査結果の日平均値の最高値とした。 

注４）二酸化窒素については、「二酸化窒素の人の健康影響に係る判定条件等について」（昭和53年３月 中央公害対策審

議会答申）に示される短期暴露指針値（0.1～0.2ppmを超えないこと）を環境基準等として設定した。 

注５）塩化水素については、環境庁大気保全局長通達（昭和52年６月 環大規第136号）において排出基準を定める際に

示された目標環境濃度（0.02ppm）を環境基準等として設定した。 

注６）拡散パラメータのうち、逆転層にあたるModerate Inversion（適度な逆転の意）を示す。 

注７）上記の短期高濃度に関する気象条件の出現頻度等は以下のとおりである。 

・大気安定度不安定時：地上気象の年間の測定結果（風速は59ｍ推定風）で、大気安定度がA、風速が１～２ｍ/

秒の出現頻度は42時間（0.5％）である。 

・上 層 逆 転 時：地上気象の年間の測定結果（風速は59ｍ推定風）で、大気安定度がA、風速が１～２ｍ/

秒の出現頻度は42時間（0.5％）である。 

・接 地 逆 転 層 崩 壊 時：接地逆転層は、特に冬季の晴天で風の弱い時に地面からの放射冷却によって深夜から早

朝にかけて生じる現象であり、日の出からの時間経過とともに崩壊する。接地逆転層の

崩壊現象は、通常１時間以内の短時間での現象である。 

・ダウンウォッシュ時：地上気象の年間の測定結果（風速は59ｍ推定風）で、大気安定度がC、風速が15.7ｍ/秒

以上の出現時間は０時間（0.0％）である。 

・ダ ウ ン ド ラ フ ト 時：地上気象の年間の測定結果（風速は59ｍ推定風）で、大気安定度がA、風速が１～２ｍ/

秒の出現頻度は42時間（0.5％）である。 
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１－２ 廃棄物運搬車両の走行 

（１）予測事項 

廃棄物運搬車両の走行に伴う大気質の予測事項を表5-1-19に示す。 

 

表5-1-19 大気質の予測事項（廃棄物運搬車両の走行） 

環境影響要因 予測事項 

廃棄物運搬車両の走行 
二酸化窒素（年平均値） 
浮遊粒子状物質（年平均値） 

 

（２）予測地点 

予測地点は図5-1-9に示すとおり、現地調査地点と同様に廃棄物運搬車両の主要走行ルー

トとなる国道101号沿道付近の２地点（地点６：事業実施区域北側、地点７：事業実施区域

南側）とした。予測高さは地上1.5ｍとした。 

 

（３）予測対象時期 

予測対象時期は、施設の稼働が定常の状態となる時期とした。 

 



 

153 

凡例 
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大気質（沿道）予測地点 

地点３ 

地点４ 

地点７ 

地点６ 

地点１ 

150 

Ｎ  

１：１５，０００ 

0 300 600m 

図 5-1-9 大気質予測地点図（廃棄物運搬車両の走行） 

この地図は、「地理院地図（電子国土Ｗeb）」を使用したものである。 
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事業計画 

廃棄物運搬車両等交通量 

大気汚染物質の排出係数 

現地調査 

汚染物質排出量 

年平均値寄与濃度 

気象条件 

窒素酸化物は 

二酸化窒素へ変換 

交通量調査 

バックグラウンド濃度 

大気拡散計算 

年平均環境濃度 

一般交通量 

道路条件 

排出源位置 

日平均値への変換 

日平均値環境濃度 
(年間 98％値又は２％除外値) 

地上気象調査 

（４）予測方法 

① 予測手順 

廃棄物運搬車両の走行に伴う大気質の予測手順を図 5-1-10 に示す。 

プルーム式及びパフ式を用いた拡散シミュレーションにより、長期平均濃度を予測し

た。拡散計算により得られた窒素酸化物濃度（NOx）を、二酸化窒素濃度（NO2）に変換す

る必要がある。変換にあたって、「国土技術政策総合研究所資料第 714 号 道路環境影響

評価の技術手法（平成 24 年度版）」（平成 25 年３月 国土交通省国土技術政策総合研究

所）に示されている変換式を使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1-10 大気質の予測手順（廃棄物運搬車両の走行） 

 



 

155 

② 予測式 

予測に用いる拡散式は、「国土技術政策総合研究所資料第 714 号 道路環境影響評価の

技術手法（平成 24 年度版）」に示されるプルーム式及びパフ式とした。予測式は、以下

に示すとおりである。 

 

（ⅰ）有風時（風速1.0ｍ/秒を超える場合）：プルーム式 

 

 

 

 

 

 

［記 号］ 

C(x,y,z)：(x,y,z)地点における窒素酸化物濃度（ppm）、浮遊粒子状物質濃度（mg/ｍ3） 

Q  ：点煙源の窒素酸化物の排出量（mL/秒）、浮遊粒子状物質の排出量（mg/秒） 

u  ：平均風速（ｍ/秒） 

H  ：排出源の高さ（ｍ） 

σy,σZ ：水平（y）、鉛直（z）方向の拡散幅（ｍ） 

（x<W/2の場合は、σy=W/2、σz=σz0とする。） 

σZ0  ：鉛直方向の初期拡散幅 

  （遮音壁がない場合：1.5ｍ） 

L  ：車道部端からの距離（L=x-W/2）（ｍ） 

x  ：風向に沿った風下距離（ｍ） 

W  ：車道部幅員（ｍ） 

x  ：風向に沿った風下距離（ｍ） 

y  ：ｘ軸に直角な水平距離（ｍ） 

z  ：ｘ軸に直角な鉛直距離（ｍ） 

 

（ⅱ）弱風時（風速1.0ｍ/秒以下）：パフ式 

 

 

 

 

 

 

 

［記 号］ 

to ：初期拡散幅に相当する時間（t0=W/2α）（秒） 

α,γ ：拡散幅に関する係数 

（α=0.3、γ=0.18(昼間:7:00～19:00)、γ=0.09(夜間:19:00～7:00)） 
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（ⅲ）時間別平均排出量 

 

 

［記 号］ 

Qt ：時間別平均排出量（mL/ｍ･秒又はmg/ｍ･秒） 

Ei ：車種別排出係数（g/km･台） 

Nit ：車種別時間別交通量（台/時） 

Vw ：換算係数（mL/g又はmg/g） 

窒素酸化物：20℃、１気圧で523mL/g 

浮遊粒子状物質：1,000mg/g 

 

（ⅳ）重合計算式 

 

 

 

 

 

［記 号］ 

Ca ：年平均濃度（ppm又はmg/ｍ3） 

Cat ：時刻tにおける年平均濃度（ppm又はmg/ｍ3） 

Rws ：プルーム式により求められた風向別基準濃度（ｍ-1） 

fwts ：年平均時間別風向出現割合 

uwts ：年平均時間別風向別平均風速（ｍ/秒） 

Rcdn ：パフ式により求められた昼夜別基準濃度（秒/ｍ2） 

fct ：年平均時間別弱風時出現割合 

Qt ：年平均時間別平均排出量（mL/ｍ･秒、mg/ｍ･秒） 

なお、添字のsは風向（16方位）、tは時間、dnは昼夜の別、wは有風時、cは弱風時を示す。 

 

③ 予測条件 

（ⅰ）交通量 

予測条件とした一般交通及び廃棄物運搬車両台数を表5-1-20に示す。 

廃棄物運搬車両台数は、既存施設における平成30年度の実績をもとに設定した。 

なお、廃棄物運搬車両には通勤車両を含めている。 

 

表5-1-20 一般交通及び廃棄物運搬車両台数 
単位：台/日 

地 点 

一般交通 

（交通量調査結果） 

廃棄物運搬車両 

（平成30年度年平均値） 

一般交通＋ 

廃棄物運搬車両 

大型車 

（台） 

小型車 

（台） 

合計 

（台） 

大型車 

（台） 

小型車 

（台） 

合計 

（台） 

大型車 

（台） 

小型車 

（台） 

合計 

（台） 

地点６ 

（事業実施区域北側） 
467 6,930 7,397 3 3 6 470 6,933 7,403 

地点７ 

（事業実施区域南側） 
453 7,206 7,659 43 39 82 496 7,245 7,741 
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（ⅱ）道路条件、排出源位置 

煙源は図5-1-11に示すとおり、車道部の中央に予測断面を中心に前後合わせて400ｍ

の区間に配置し、煙源の間隔は、予測断面の前後20ｍの区間で２ｍ間隔、その両側それ

ぞれ180ｍの区間で10ｍ間隔とした。 

また、排出源の高さについては、図5-1-12に示すとおり、「路面高さ＋１ｍ」とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1-11 煙源の配置 

 

≪断面図≫ 

≪平面図≫ 
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単位：ｍ 

図 5-1-12(1) 予測地点の道路条件（地点６：事業実施区域北側） 
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単位：ｍ  

図 5-1-12(2) 予測地点の道路条件（地点７：事業実施区域南側） 
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（ⅲ）汚染物質排出量 

窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の予測時点における車種別排出係数は、「国土技術政

策総合研究所資料第671号 道路環境影響評価等に用いる自動車排出係数の算定根拠

（平成22年度版）」（平成24年２月 国土交通省国土技術政策総合研究所）に基づき、表

5-1-21に示すとおり、2025年度の排出係数を設定した。 

走行速度は、予測地点の規制速度である50km/時とし、走行速度に対応する排出係数

は近似式により設定した。 

 

表5-1-21 車種別排出係数（2025年度） 

車 種 
走行速度 

(km/時) 

排出係数（g/（km・台）） 

窒素酸化物 浮遊粒子状物質 

大型車 50 0.36051 0.00574 

小型車 50 0.04157 0.00038 

 

（ⅳ）気象条件 

風向及び風速は、事業実施区域北側（北部粗大ごみ処理工場）における１年間（令和

元年８月～令和２年７月）の地上気象調査結果に基づき設定した。なお、風速について

は、以下に示すべき乗則の式により、排出源の高さにおける風速を推定し用いた。 

 

U＝U0・(H/H0)
P 

 

[記 号] 

U ：高さHｍにおける推計風速(ｍ/秒) 

U0 ：基準高さH0の風速(ｍ/秒) 

H ：排出源の高さ(ｍ) 

H0 ：基準とする高さ(ｍ) 

P ：べき指数（郊外：1/5） 

 

（ⅴ）窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換 

拡散計算で得られた窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換を行った。変換式は

「国土技術政策総合研究所資料第714号 道路環境影響評価の技術手法（平成24年度

版）」に基づく次式を用いた。 

 

[NO2]R=0.0714[NOx]R
0.438(１-[NOx]BG/[NOx]T)0.801 

 

[記 号] 

[NOx]R ：窒素酸化物の対象道路の寄与濃度（ppm） 

[NO2]R ：二酸化窒素の対象道路の寄与濃度（ppm） 

[NOx]BG ：窒素酸化物のバックグラウンド濃度（ppm） 

[NOx]T ：窒素酸化物のバックグラウンド濃度と対象道路の寄与濃度の合計値（ppm） 

（[NOx]T=[NOx]R+[NOx]BG） 

 

 



 

160 

（ⅵ）バックグラウンド濃度 

予測は、道路の影響を受けていない一般環境の濃度（バックグラウンド濃度）に、車

両走行による予測濃度（廃棄物運搬車両及び一般車両）を加える方法により行った。 

二酸化窒素及び浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度は、予測地点に最寄りの大気

質の現地調査地点である地点３（沼田土地改良区事務所）及び地点４（竹生字天神前）

における調査結果を用いた。 

長期平均濃度（年平均値）の予測を行うことから、バックグラウンド濃度についても

４季分の期間平均値とし、表5-1-22に示すとおりとした。 

 
表5-1-22 バックグラウンド濃度（年平均値） 

予測地点 現地調査地点 
二酸化窒素 
（ppm） 

浮遊粒子状物質 
（mg/ｍ3) 

地点６ 
（事業実施区域北側） 

地点３ 
（沼田土地改良区事務所） 

0.001 0.015 

地点７ 
（事業実施区域南側） 

地点４ 
（竹生字天神前） 

0.001 0.012 

 

（５）予測結果 

① 年平均値 

廃棄物運搬車両による二酸化窒素濃度及び浮遊粒子状物質濃度の予測結果は、表

5-1-23(1)、(2)に示すとおりである。 

廃棄物運搬車両による付加濃度（年平均値）は、二酸化窒素が0.000002～0.000022ppm

（付加率：0.11～1.26％）、浮遊粒子状物質が0.000000mg/ｍ3（付加率：0.00％）と予測

する。 

 
表5-1-23(1) 二酸化窒素濃度の予測結果（年平均値）（廃棄物運搬車両の走行） 

単位：ppm 

予測地点 

廃棄物運搬車両 

付加濃度 

(A) 

一般車両 

寄与濃度 

(B) 

バックグラウ

ンド濃度 

(C) 

環境濃度 

予測結果 

(A+B+C) 

付加率 

(A/(A+B+C)) 

×100 

地点６ 

（事業実施区域北側） 
0.000002 0.000866 0.001 0.001868 0.11％ 

地点７ 

（事業実施区域南側） 
0.000022 0.000720 0.001 0.001742 1.26％ 

 

表5-1-23(2) 浮遊粒子状物質濃度の予測結果（年平均値）（廃棄物運搬車両の走行） 

単位：mg/ｍ3 

予測地点 

廃棄物運搬車両 

付加濃度 

(A) 

一般車両 

寄与濃度 

(B) 

バックグラウ

ンド濃度 

(C) 

環境濃度 

予測結果 

(A+B+C) 

付加率 

(A/(A+B+C)) 

×100 

地点６ 

（事業実施区域北側） 
0.000000 0.000009 0.015 0.015009 0.00％ 

地点７ 

（事業実施区域南側） 
0.000000 0.000007 0.012 0.012007 0.00％ 

注）廃棄物運搬車両付加濃度は小数点第７位を、付加率は小数点第３位を四捨五入しているため、値が０となっている。 
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② 日平均値の年間98％値または２％除外値 

環境基準と比較するために、図 5-1-13 に示すとおり、二酸化窒素については年平均値

から日平均値の年間 98％値、浮遊粒子状物質については年平均値から日平均値の２％除

外値への換算を行った。 

日平均値の年間 98％値は、年間値における１日平均値のうち、低い方から 98％に相当

するものをいう。２％除外値は、１日平均値である測定値につき、測定値の高い方から

２％の範囲にあるものを除外したうち、最も大きい測定値を２％除外値という。 

 

 

 

 

 

図 5-1-13 年平均値から年間 98％値等への換算手順 

 

換算式は、「国土技術政策総合研究所資料第 714 号 道路環境影響評価の技術手法（平

成 24 年度版）」に基づく次式を用いた。 

 

【二酸化窒素（年間98％値）】 

年間98％値=a([NO2]BG+[NO2]R)+b 

a=1.34+0.11･exp(-[NO2]R/[NO2]BG) 

b=0.0070+0.0012･exp(-[NO2]R/[NO2]BG) 

 

【浮遊粒子状物質（２％除外値）】 

２％除外値=a([SPM]BG+[SPM]R)+b 

a=1.71+0.37･exp(-[SPM]R/[SPM]BG) 

b=0.0063+0.0014･exp(-[SPM]R/[SPM]BG) 

[記 号] 

[NO2]R ：二酸化窒素の道路寄与濃度の年平均値（ppm） 

[NO2]BG ：二酸化窒素のバックグラウンド濃度の年平均値（ppm） 

[SPM]R ：浮遊粒子状物質の道路寄与濃度の年平均値（mg/ｍ3） 

[SPM]BG ：浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度の年平均値（mg/ｍ3） 

道路からの寄与濃度の年平均値 

日平均値の年間 98％値等 

換算式 

バックグラウンド濃度の年平均値 
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二酸化窒素濃度及び浮遊粒子状物質濃度の日平均値の年間 98％値（または２％除外値）

は、表 5-1-24(1)、(2)に示すとおりである。 

二酸化窒素濃度の日平均値の年間 98％値は 0.010ppm、浮遊粒子状物質の日平均値の

２％除外値は 0.033～0.039mg/ｍ3であり、環境基準を満足するものと予測する。 

 

表5-1-24(1) 廃棄物運搬車両による二酸化窒素濃度の予測結果（年間98％値） 
単位：ppm 

予測地点 
年平均値 
予測結果 

日平均値の 
年間98％値 

環境基準等 

地点６ 
（事業実施区域北側） 

0.001868 0.010 
［環境基準］ 
１時間値の日平均値が
0.04～0.06ゾーン内また
はそれ以下 

地点７ 
（事業実施区域南側） 

0.001742 0.010 

 

 

表5-1-24(2) 廃棄物運搬車両による浮遊粒子状物質濃度の予測結果（２％除外値） 
単位：mg/ｍ3 

予測地点 
年平均値 
予測結果 

日平均値の 
２％除外値 

環境基準等 

地点６ 
（事業実施区域北側） 

0.015009 0.039 ［環境基準］ 
1時間値の日平均値が
0.10以下 

地点７ 
（事業実施区域南側） 

0.012007 0.033 
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１－３ 影響の評価 

（１）煙突排ガスの排出に伴う大気質 

煙突排ガスの排出に伴う大気質については、表5-1-25に示す排ガス処理の施設による環境

保全対策を実施すること等により、表5-1-26に示すとおり法規制値より厳しい公害防止基準

値を設定している。 

なお、ごみの処理においては、ごみ質の均一化を図り適正負荷により安定した燃焼を維持

することで排ガス中の大気汚染物質の低減に努める。 

表5-1-25 環境保全対策 

処理対象項目 処理方式 

ばいじん ろ過式集じん器（バグフィルタ） 

塩化水素・硫黄酸化物 乾式法 

窒素酸化物 無触媒脱硝法 

ダイオキシン類・水銀 活性炭吹き込み方式 

表5-1-26 排ガスの公害防止基準値 

項    目 公害防止基準値 法規制値 

ばいじん （g/ｍ3
N） 0.01 0.08 

硫黄酸化物 （ppm） 50 K 値＝17.5 注２） 

窒素酸化物 （ppm） 100 250 

塩化水素 （ppm） 50 430 

ダイオキシン類 （ng-TEQ/ｍ3
N） 0.1 1.0 

水銀 （μg/ｍ3
N） 30 30 

注１）公害防止基準値及び法規制値は、酸素濃度 12％換算値を示す。 

注２）硫黄酸化物の排出基準値はＫ値規制で行われ、地域ごとに定められるＫ値と、施設の有効

煙突高さとから排出基準を算出する方式で、煙突による拡散効果を考慮した規制方式とな

っている。煙突高さ 59ｍ、排ガス量 11,410ｍ3
N /時、排ガスの排出速度 20ｍ/秒、排ガス温

度 140℃の条件で試算すると、Ｋ値＝17.5 は約 6,480ppm となる。 
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また、煙突排ガスの排出に伴う大気質の予測結果と環境保全目標との整合性は表

5-1-27(1)、(2)示す。環境保全目標は環境基準等とした。 

 

表5-1-27(1) 予測結果と環境保全目標の整合性（年平均値）（煙突排ガスの排出） 

 

項目 
将来濃度 

(年平均値) 

日平均値の 
年間98％値 

又は２％除外値 
環境保全目標 整合性 

最大着地 

濃度地点 

二酸化硫黄 
(ppm) 

0.001069 0.002 日平均値が0.04以下 ○ 

二酸化窒素 
(ppm) 

0.001037 0.002 
日平均値が0.04～0.06の 
ゾーン内又はそれ以下 

○ 

二酸化窒素（陸内） 
(ppm) 

0.001034 0.002 ○ 

浮遊粒子状物質 
(mg/ｍ3) 

0.015014 0.038 日平均値が0.10以下 ○ 

ダイオキシン類 
(pg-TEQ/ｍ3) 

0.020139  年平均値が0.6以下 ○ 

水銀 
(μg/ｍ3) 

0.002942  年平均値が0.04以下 ○ 

 

表5-1-27(2) 予測結果と環境保全目標の整合性（１時間値）（煙突排ガスの排出） 

項目 将来濃度(１時間値) 環境保全目標 整合性 

最大環境 

濃度 

二酸化硫黄 
(ppm) 

0.0076 0.1以下 ○ 

二酸化窒素 
(ppm) 

0.0203 0.1～0.2以下 ○ 

浮遊粒子状物質 
(mg/ｍ3) 

0.0175 0.20以下 ○ 

塩化水素 
(ppm) 

0.086 0.02以下 ○ 

 

以上に述べたとおり、年平均値及び１時間値のいずれの予測結果についても環境保全目標

との整合性が図られており、本事業の実施にあたっては環境保全対策を実施することから、

煙突排ガスの排出に伴う大気質については、事業者の実行可能な範囲内で影響が低減されて

いると評価する。 
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（２）廃棄物運搬車両の走行 

廃棄物運搬車両の走行については、以下の環境保全対策を実施する計画である。 

・不要なアイドリングや空ぶかし、急発進・急加速などの高負荷運転防止等のエコドライ

ブを徹底する。 

・廃棄物搬入車両等が一定時間に集中しないように、搬入時間の分散を行う。 

 

また、廃棄物運搬車両の走行に伴う大気質の予測結果と環境保全目標との整合性を表

5-1-28に示す。環境保全目標は環境基準等とした。 

 

表5-1-28 大気質に係る予測結果と環境保全目標の整合性（廃棄物運搬車両の走行） 

項目 
将来濃度 

(年平均値) 

日平均値の 
年間98％値 

又は２％除外値 
環境保全目標 整合性 

最大環境 

濃度 

二酸化窒素 
(ppm) 

0.001868 0.010 
日平均値が0.04～0.06の 
ゾーン内又はそれ以下 

○ 

浮遊粒子状物質 
(mg/ｍ3) 

0.015009 0.039 日平均値が0.10以下 ○ 

 

以上に述べたとおり、年平均値の予測結果について環境保全目標との整合性が図られてお

り、本事業の実施にあたっては環境保全対策を実施することから、廃棄物運搬車両の走行に

に伴う大気質については、事業者の実行可能な範囲内で影響が低減されていると評価する。 

 


